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1.実施概要
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1.実施概要
町民Café＆Talkの実施概要は以下のとおりです

4

①日時  2019（令和元）年9月29日（日）10時～12時30分

②場所  吉野町中央公民館5階閲覧室

③参加者数  33名（うち、奈良女子大学学生4名、近畿大学学生2名）

④内容

 第5次吉野町総合計画策定に係る説明
 グループワーク（ワールド・カフェ形式）

 第1ラウンド：吉野町ってどんなまち？
 第2ラウンド：吉野町の理想の将来像？
 第3ラウンド：私たちに何ができるか？



2.実施手順
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2.実施手順
町民Café＆Talkの実施手順（各ラウンドのテーマ）は以下の3つです
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吉野町ってどんなまち？このまちの魅力を書き出そう！

振り返り

① 第1ラウンド～第3ラウンドの各ラウンドで話し合った内容を共有し整理する。
② 第2ラウンドで話し合った内容で、最も印象に残った意見を2つ付箋に書く。
③ 第3ラウンドで話し合った内容で、最も印象に残った意見を2つ付箋に書く。
④ ②と③の付箋を会場にある模造紙に貼り付けた後、会場全体で意見を共有する。

第1ラウンド

10年後、20年後・・の吉野町はどのようなまちになってほしい？

吉野町の理想の将来像実現のために、私たちには何ができる？第3ラウンド

第2ラウンド

＜各ラウンドのテーマ＞

※話し合いをするメンバーは、ラウンドごとに変更しました（ホスト役を除いて席替えをしました）



3.実施結果
（1）各テーブルの模造紙の内容
（2）第２ラウンドの振り返り結果
（3）第3ラウンドの振り返り結果
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3.実施結果 （1）各テーブルの模造紙の内容（1/2）
町民Café＆Talkで実施した各テーブルの模造紙は以下のとおりです
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3.実施結果 （1）各テーブルの模造紙の内容（2/2）
町民Café＆Talkで実施した各テーブルの模造紙は以下のとおりです
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3.実施結果
（1）各テーブルの模造紙の内容
（2）第２ラウンドの振り返り結果
（3）第3ラウンドの振り返り結果
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3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（1/9）
町民Café＆Talkで実施した第2ラウンドの振り返り結果は以下のとおりです
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子育て・教育 健康・福祉 産業・観光

自然環境
生活環境

都市基盤 その他

第2ラウンド振り返り
吉野町の理想の将来像



分野別の意見数

3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（2/9）
「その他」、「都市基盤」と「産業・観光」に関する意見が特に多く寄せられました
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（単位：件）

※「その他」では、協働や行政経営に関する意見、概念的な理想像に関する意見などがありました。
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3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（3/9）
第２ラウンドで出た主な意見を分野別に整理すると以下のとおりです

子育て・
教育

意見分類 主な意見概要

健康・
福祉

 高齢者が楽しく安全に暮らすことができるまち
 病院があるまち
 助け合いの輪があるまち

産業・
観光

 観光スポットがあるまち
 町内外へのPRが充実しているまち
 テレワーク・ワーケーションができる環境が整備
されているまち

意見分類 主な意見概要

自然環
境・生活
環境

都市基盤

 自然を守るまち
 魅力を生かすまち
 多拠点生活、移住者などで人が大勢いるまち

その他

 子どもがたくさんいるまち
 若者が住み続けてくれるまち
 教育の質が良いまち

 公共交通機関が整備され、内外からのアクセス
がよいまち

 車がなくても移動に困らないまち
 空き家を効率的に活用しているまち

 住民幸福度日本No.1のまち
 人が多く、活気があるまち
 住民が誇れるまち
 住民が積極的に活動するまち



3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（4/9）
「子育て・教育」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「子育て・教育」については、子どもが定住する環境、教育の質に関する意見がありました。

分野 意見 要約

子育て

子ども達が戻ってきたい町

 子どもがたくさんいるまち

 若者が住み続けてくれるまち

 教育の質が良いまち

子どもたくさん居る町。若い人が定住している町。

子ども達が帰ってきたくなるまち

若い人が定住してくれる事。子育ての仲間が増えている事。

子どもがあふれる町。

今の独身世代が身を固め幼児、赤ちゃん等が育っている吉野町。

教育

親がこの町の学校に通わせてよかったと思える。 部活・学び・仲間

吉野町独自の教育に力を入れる。（自分で考えて行動できる人材を
育てる）



3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（5/9）
「健康・福祉」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「健康・福祉」については、高齢者福祉、健康維持に関する意見がありました。

分野 意見 要約

高齢者福祉

高齢者が楽しく安心して暮らせる

 高齢者が楽しく安全に暮らすことが

できるまち

 病院があるまち

 助け合いの輪があるまち

高齢者が自立できる街に。

健康 病院の維持

その他

地域で助け合い（買物等）車で助け合いのシステムが出来上がって
いる

地域の方の居場所作り。



3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（6/9）
「産業・観光」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「産業・観光」については、観光、PR、労働環境に関する意見がありました。

分野 意見 要約

観光
たまごがけごはんテーマパーク

 観光スポットがあるまち

 町内外へのPRが充実しているまち

 テレワーク・ワーケーションができる

環境が整備されているまち

野澤養鶏ディズニーランド化

PR

外にも内にもPR

吉野が豊かで魅力のある町と知ってもらう

人が集まれる場所のPRする（桜以外）

労働環境

今のこどもが帰ってこれるシェアオフィス環境

テレワークワーケーションで人が集まる町

ワーケーションの町

その他
町内の観光も自然資源を一本化した地域内経済循環を！

飲食（集まれる）場所



3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（7/9）
「自然環境・生活環境」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「自然環境・生活環境」については、自然保護、生活拠点に関する意見がありました。

分野 意見 要約

自然

工芸・自然・観光・・・魅力を生かす町

 自然を守るまち

 魅力を生かすまち

 多拠点生活、移住者などで人が大

勢いるまち

自然を守る町

生活拠点

多拠点生活の場所となる

住人でなくても暮らすように滞在する人が多勢いる

移住者の増やせるような施設・補助金の準備。人の力が大切。



3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（8/9）
「都市基盤」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「都市基盤」については、交通機関の整備、空き家活用に関する意見がありました。

分野 意見 要約

交通

交通の便の確保

 公共交通機関が整備され、内外か

らのアクセスがよいまち

 車がなくても移動に困らないまち

 空き家を効率的に活用しているまち

自動車運転による高齢者援助の実現

車がなくても便利に！

免許返納後の移動手段が確保されているまち

交通が便利になり、外から人がきやすくなる。

車がなくても困らない町。

車がなくても困らないように。

交通の便が良い。

空き家
空家をうまく活用していける

人口減少に伴う空家等も対処された美しい吉野町の姿



3.実施結果 （2）第２ラウンドの振り返り結果（9/9）
「その他」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「その他」については、幸福度、活気、満足度、住民参画に関する意見がありました。

分野 意見

幸福度

住民幸福度日本一になる

住民幸福度日本No.1

幸福度日本1

住民幸福度が今よりも増えていく町

住民の幸福度・満足度１番

活気
人の多い町

住民がいきいきと活気ある街

満足度

奈良県で住みたい街、No.1になる

町民一人一人がいいところを言えるように

町に対してポジティブな考えをみんな持つ

住民参画
住民の積極的・活動参加

税金の使い方 ・行政のとくいなこと ・住民のとくいなこと、すみ分
け

その他

大学生の力を入れて、若い人に魅力を知ってもらう（特に町在住の
人）
おだやかな人間関係が作れるよう住人がいつも学び高め合う町づく
り

吉野町の良いところがふえると良い！

無理なチャレンジをしない町

なんとかギリギリ生きていける町

要約

 住民幸福度日本No.1のまち

 人が多く、活気があるまち

 住民が誇れるまち

 住民が積極的に活動するまち



3.実施結果
（1）各テーブルの模造紙の内容
（2）第２ラウンドの振り返り結果
（3）第3ラウンドの振り返り結果
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3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（1/7）
町民Café＆Talkで実施した第3ラウンドの振り返りは以下のとおりです
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第3ラウンド振り返り
私たちに何ができるか？



分野別の意見数

3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（2/7）
「その他（協働・行政経営）」、「産業・観光」に関するコメントが多く寄せられました
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子育て教育 健康・福祉 産業・観光 自然環境・生活環境 都市基盤 その他(協働・行政経営）

（単位：件）

※「その他（協働・行政経営）」では、町政全般に関わる意見などがありました。
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3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（3/7）
第３ラウンドで出た主な意見を分野別に整理すると以下のとおりです

意見分類 主な意見概要

 長生きする
 介護者等を見守る

 イベントに積極的に参加する
 町民が積極的に魅力を発信する
 空き家を活用する
 テレワーク等の実現のための環境を整える
 働く場をつくる

意見分類 主な意見概要

 吉野町を代表して発言できる人材の育成する
 飲食店を増やす
 高齢者が安心して暮らせる

 公共交通機関を利用し、維持に貢献する
 免許返納者の移動手段のため運転ボランティア
をする

 駅前・エキナカを活性化する

 自分ができることから、地域や人と繋がりながら
行動する

 地域の役割を整理・分散し、負担がないように協
力する

 助け合いのシステムを作る
 みんなで吉野町の未来を考える
 住民と行政が話し合う

子育て・
教育

健康・
福祉

産業・
観光

自然環
境・生活
環境

都市基盤

その他



3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（4/7）
「子育て・教育」「②健康・福祉」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「健康・福祉」については、長生き、地域での見守りに関する意見がありました。

分野 意見 要約

教育 合併になっても吉野町を代表して発言できる人材を作る。
 吉野町を代表して発言できる人材
の育成する

分野 意見 要約

健康 なるべく元気に長生きする。
 長生きする

 介護者等を見守る福祉 地域で介護者等の見守り

 「子育て・教育」については、人材育成に関する意見がありました。



3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（5/7）
「産業・観光」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「産業・観光」については、観光、PR、空き家、労働環境に関する意見がありました。

分野 意見

観光

吉野山・国柄など地域の枠をこえてイベントに参加する。

町の魅力を知るために自ら町の色々な地区に行く

イベントのお手伝い

吉野町を楽しむ

PR

人の魅力を伝える発信をする

吉野の方々のあたたかさをもっとだして、外からの人が来たいと思
えるようにする。

来訪者に吉野町のファンになってもらえる意識をもつ

地域の見回り、吉野町のＰＲ

町に人を呼ぶ（ネットetc)地域愛の強さをアピール！！

モノより体験が大事

空き家
空家活用促進のため利用したい人⇔持主のつなぎ役

空家活用

労働環境

目の前の自分の仕事を楽しく！

テレワークが可能となるよう、地域ぐるみでインターネットを提供して
場所を用意する

テレワークワーケーションの実現のための環境を整える

雇用をつくり働ける場所をつくる

地域の雇用

その他
吉野町へあそびに。泊まってみたい。

TSURIHAがずっと関わり続ける！

移住をふやす

要約

 イベントに積極的に参加する

 町民が積極的に魅力を発信する

 空き家を活用する

 テレワーク等の実現のための環境

を整える

 働く場をつくる



3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（6/7）
「自然環境・生活環境」「都市基盤」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「都市基盤」については、交通基盤の維持、駅の活性化に関する意見がありました。

分野 意見 要約

生活
飲食店が増える事を願います。

 飲食店を増やす

 高齢者が安心して暮らせるコンパクトシティで高齢者が安心して暮らせる町づくり！

分野 意見 要約

交通

交通の維持（もっと使う）

 公共交通機関を利用し、維持に貢

献する

 免許返納者の移動手段のため運転

ボランティアをする

 駅前・エキナカを活性化する

各地域で交通便を運営

運転ボランティアとして、免許返納者の移動手段として頑張る

インフラ整備、住民に優しいものを。

電車利用

活性化
駅前の活性化

駅中・駅前の充実

 「自然環境・生活環境」については、生活環境に関する意見がありました。



3.実施結果 （3）第3ラウンドの振り返り結果（7/7）
「その他（協働・行政経営）」の分野で出た具体的な意見は以下のとおりです
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 「その他（協働・行政経営）」については、地域の協働、住民参画に関する意見がありました。

分野 意見

地域の協働

誰もが自助の精神をもつようにする。
出来ることはヤル。
人をつなぐ
人とのつながり
たくさんのひとと関わること。
少しだけ「人の為」を考える。
年齢をこえて自分に協力できる事やりたい。
みんなと協力する。
人口維持、町の活性には町民の自覚も大切。町民レベルでも将来
を見据えた協力。
自分のやれることを地域や人とつながり行動する
いろいろな役割をローテーションにして個人の負担を少なく。
地域の役割を再チェックする
学生の役割として積極的に町に入りこむ
地域の方々での互助
助け合いシステム作りに参加する
町内のことをもっと知ろうとする。
みんなで吉野の未来を自分ごとのように考えられるように。
地域を未来につないでいくという小さな意識をコツコツした行動

住民参画
一人一人が町の税金の使い方について考える
施策に住民が関わる。
住民・行政話し合える場を持つ

その他

他にない一歩先の未来・地域

住民の幸福度をあげる取組みをしていく

住民の幸福度を高く

自分の将来のために活動する一歩を踏み出すようにする。

要約

 自分ができることから、地域や人と

繋がりながら行動する

 地域の役割を整理・分散し、負担が

ないように協力する

 助け合いのシステムを作る

 みんなで吉野町の未来を考える

 住民と行政が話し合う



4.参加者アンケート結果
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4.参加者アンケート結果（1/4）
会議には女性がやや多く、また、20代や30代の方にも多数参加頂きました

29

参加者の性別 参加者の年代

 参加者の性別は、男性が13名（44.8％）、女性が16名（55.2％）で
あり、女性の参加者の割合がやや高くなっています。

 参加者の年代は、20代が8名（27.6％）と最も多く、次いで、30代
が6名（20.7％）、50代が6名（20.7％）となっています。

男性
13

44.8%
女性
16

55.2%

20代
8

27.6%

30代
6

20.7%

40代
3

10.3%

50代
6

20.7%

60代
3

10.3%

70代以上
3

10.3%



4.参加者アンケート結果（2/4）
会議を楽しむことができ、自分の意見を十分に発言できたという回答が多くありました
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本日のワールドカフェは楽しめましたか？
本日のワールドカフェでは、

ご自分の意見を十分に発言できましたか？

 本日のワールドカフェに参加して、楽しめたが18名（62.1％）、やや
楽しめたが9名（31.0％）であり、参加者全体の9割以上が楽しめた
と回答しています。

 本日のワールドカフェでは、自分の意見を十分に発言できたが10

名（34.5％）、おおむね発言できたが14名（48.3％）であり、参加者
の8割以上が自分の意見を発言できたと回答しています。

楽しめた
18

62.1%

やや楽しめた
9

31.0%

どちらとも

言えない
2

6.9%

発言できた
10

34.5%
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できた
14
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どちらとも

言えない
4

13.8%

あまり発

言できな

かった
1

3.4%



4.参加者アンケート結果（3/4）
会議の時間（長さ）はちょうど良く、今後もまた参加したいという回答が多くありました

31

本日のワールドカフェでの話し合いの時間（長さ）は
いかがでしたか？

今後、住民参画の機会がありましたら
また参加したいと思いますか？

 本日のワールドカフェの話し合いの時間（長さ）は、ちょうど良かっ
たが18名（62.1％）であり、参加者全体の6割以上が時間（長さ）が
ちょうど良いと回答しています。

 今後、住民参画の機会があった場合の参加の意向は、できるだけ
参加したいが18名（62.1％）、参加したいが9名（31.0％）であり、
参加者の9割以上がまた参加したいと回答しています。
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1
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やや長かった
3
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4
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3
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1
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4.参加者アンケート結果（4/4）
自由記述欄には「Café＆Talkの運営」「Café＆Talkの感想」を頂きました

項目 自由記述

Café＆Talk
の運営

10代、20代が今後も吉野に残るにはどんなことをしてほしいか、意見を言う場があれば良い。

自己紹介、各ラウンドの時間を長く取ってほしい。

このような場に来る人は、元々地域の中でも主体的に動いている方が多いため、本当に多くの町民の意見を取り入れるために
は、各地域での開催が必要だと思う。

役場の職員を対象とした会を開いてほしい。役場でも、このような話し合いの場をもって欲しい。

Café＆Talk
の感想

吉野町のことを真剣に考えてくださっている人が、役場・地域にたくさんいることがわかり、参加した意義があった。

初対面の方等沢山の方々と話せて良かった。

今の吉野町の状況にはマイナスイメージばかりあったが、色々な方々と意見交換した中で、気づく点が多かった。

会場の景色が良く、Caféがあったり、参加者がリラックスして意見を言い合える気配りがされていた。

若い人たちの意見をたくさん聞かせてもらい感動した。

外の人間の声も聞いてくれて嬉しかった。

これから町のことを良くするためには、もっと若者の力が必要だと感じた。

吉野町の先の未来が明るい方向になっていってほしいと思う。
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